
オホーツク東部地区におけるサケ・マス資源回復に向けた取組について



北海道におけるさけ・ますの資源状況・

秋サケの来遊尾数は、平成１６年の６，０４６万尾をピークに減少、令和７年は６８６万尾（約８９％減）
カラフトマスの来遊尾数は、平成１９年の１，４８０万尾をピークに減少、令和７年は４万尾（約９９％減）

本道のさけ・ます増殖事業は、北海道がふ化放流計画を定め、全道９地区の民間増殖団体が人工ふ化放流事業を実施
さけ稚魚の放流数は、国の計画も含め、概ね10億尾の水準を基本に、来遊資源の目標を２，８００万尾と設定
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オホーツク東部地区におけるさけ・ますの資源状況・

オホーツク東部地区（斜里町～網走市）では、（一社）北見管内さけ・ます増殖事業協会が漁業者等の漁獲負担金
（さけ・ます漁獲高の8.5％）等によりふ化放流事業を実施

秋サケの来遊尾数は、平成２６年以降減少傾向にあり、令和７年は２０８万尾（平成１６年から約８６％減）
カラフトマスの来遊尾数は、平成２８年以降減少にあり令和３年から急激に減少し、令和７年は１万尾（記録的な減少）
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さけ・ます資源の減少と資源回復に向けた対策・取組等・

【①秋サケ資源の減少要因】

秋サケ資源の回復を図るためには、海洋環境に大きな変化が見られることから、これまでの取組の精度を高めつつ、海域の
特性に応じた環境変動に適応した資源づくりを推進することが重要であり、従来の取組に加えて、新たな対応も必要。
〇調査研究等の推進
・ 沿岸や沖合での調査研究の強化（資源減少要因の解明と効果の高い放流手法の検討）
・ 野生魚の生態特性に関する基礎調査の加速 など

〇民間増殖団体のふ化放流技術の向上
・ 捕獲した親魚からの良質卵の確保と健康な稚魚の育成
・ 遊泳力や飢餓耐性を強化する油脂類を含有した餌料の給餌
・ 高水温の影響が少ない遅い時期に来遊するさけ・ます資源の造成
・ ふ化放流事業を基本とした野生魚の活用 など

〇本道沿岸や沖合の海洋環境
・ 海洋環境の変化により、さけ・ます稚魚が降海後に生息する沿岸の環境条件が厳しくなっている。
・ 近年は、来遊期における沿岸域の高水温の影響も指摘されている。

〇ふ化放流事業における様々な課題
・ 海水温の大きな変動により、放流に適した時期の判断が難しくなってきている。
・ 健康な稚魚育成に必要な親魚の不足及び増殖施設の老朽化の進行。 など

【②秋サケ資源の回復対策】
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※海洋環境等の変化への対応：サケの適応度を保つことを目的とした野生魚の活用
→ さけ・ますのふ化放流事業を繰り返すことにより、元々備わっていた遺伝的な特性が変化し、放流後の
稚魚の生残率の低下につながっているとの意見があり、持続的にさけ・ます資源を利用する観点からも野生魚
の活用が提案されている。



野生魚に関する方針

【水産基本計画（令和４年３月）】

第２ 水産に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策
４ 海洋環境等への適応
（３）サケに関するふ化放流と漁業構造の合理化等

ア）サケに関しては各地域におけるふ化放流資源に由来するという特殊性を有しているが、
近年の海洋環境の変化により回帰率が低下し、漁獲量が減少傾向にある。
このため、環境変化への適応や回帰率の良い取組事例の横展開、野生魚を活用した

ふ化放流技術開発など人工種苗の遺伝的な影響も含めた研究などを早急に進める。

【北海道さけ・ます人工ふ化放流計画中期策定方針（令和４年３月）】

第６ その他
２ 野生資源の活用等

野生魚は、河川ごとに多様な環境に適応する遺伝的特性を維持しており、海洋環境の変化
についても適応力が高いと考えられていることから、さけ・ます資源を将来にわたり維持
するためには、人工ふ化放流事業による資源づくりを基本としながらも、自然再生産による
野生資源の活用を進めるものとする。
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〇 秋サケ
・ 調査を行った非放流河川の多くには、個体数は少ないものの野生魚と思われる個体群の存在を確認

サケ親魚の河川遡上や自然産卵を促進し、野生魚を増やす取り組みを実施することに

【オホーツク東部地区における過去の調査結果等】

〇 カラフトマス
・ 近年は、カラフトマスの来遊数が減少し、河川遡上数が減少
・ 標識放流調査では、9月遡上魚より10月遡上魚の方が河川回帰率が高い傾向
・ 遡上時期が遅くなるにつれて無標識魚(おそらく野生魚が主体)の比率が高くなる傾向
・ 放流を行っていない河川にも数多くの放流魚が遡上していることを確認

資源水準を向上させるためには、これまでよりも遅い時期までの河川遡上の促進や

非捕獲河川におけるカラフトマス親魚の保護が必要との考え

オホーツク総合振興局管内における野生魚の状況
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オホーツク総合振興局管内の資源回復に向けた取組（野生魚）

【対応方向】

１．さけ・ます親魚の河川遡上を促す取組
■さけ・ます親魚の河川遡上および自然産卵を促す取組を行い、資源の保護・
増殖を図る

２．野生魚に関する調査・研究の推進
■さけの持続的な資源管理に向けた野生魚の活用を含めた増殖体制の構築
■さけ・ますの遡上・自然産卵状況についての評価

6



オホーツク総合振興局管内の資源回復に向けた取組（野生魚）

【オホーツク東部地区における野生魚に関する調査・研究】
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オホーツク東部地区では、令和４年から道総研さけます・内水面水産試験場、水産研究・教育機構（水産資源研究
所さけます部門）、（一社）北見管内さけ・ます増殖事業協会、北海道、オホーツク東部地区さけます等資源対策協
議会（斜里町、網走市、ウトロ漁協、斜里第一漁協、網走漁協、西網走漁協）と連携し、野生魚を活用した資源回復
対策のための調査・研究に取り組んでいる。

○調査対象河川
ホロベツ川、ペレケ川、遠音別川、糠真布川、奥蘂別川、浦士別川、藻琴川、フンベ川、オチカバケ川、
シマトツカリ川、ほか（全１３河川）※調査対象河川は適宜見直し。

○調査内容
（１）さけの遺伝的特性の評価と野生魚の管理技術の調査研究

各河川に遡上した親魚から体組織を収集し、遺伝的特性（遺伝的多様性等）を分析。
（２）各河川に遡上・自然産卵するさけ・ますの資源評価

河川踏査による遡上尾数の調査、稚魚の降河尾数の調査、河口域での遊漁による釣獲量調査。
（３）魚道設置による遡上障害の解消と産卵環境の評価

仮設魚道の設置による遡上範囲拡大に向けた試行、卵の生残率調査や産卵環境の評価



オホーツク総合振興局管内の資源回復に向けた取組（野生魚）

【地元漁協等関係者による調査】
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○ さけ、からふとますの遡上・産卵床の数、産卵場所調査、稚魚の降河状況調査を実施。
・河川への遡上状況、産卵床の数や分布の把握
・卵の生残率調査、稚魚の降河数の把握
・魚道等設置（環境改善）後の遡上状況の確認
・河口域での遊漁による釣獲量調査

○ さけ・からふとますの遡上、産卵環境保全に向けた河川環境の調査を実施。
・遡上の阻害となる河川工作物の調査
・底質や産卵に適した環境の把握
・土砂の流入の有無の確認

○ 捕獲した親魚を捕獲施設（ウライ）よりも上流へ再放流するなど、野生魚を維持するための
取組を実施。



オホーツク総合振興局管内の資源回復に向けた取組（野生魚）

【 地元漁協等関係者による調査・取組】
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さけ・ます親魚遡上・産卵床調査 魚道清掃・仮設魚道の設置河川環境・稚魚降下調査



オホーツク総合振興局管内の資源回復に向けた取組（野生魚）

【野生魚に関する調査・取組の成果】
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● 調査の実施により、野生魚の遡上・産卵状況や産卵環境が把握されるとともに、
産卵環境の改善すべき問題点（※）等も把握されつつある。
※問題点
・遡上の障害となる工作物
・土砂の流入等による産卵環境の悪化
・遡上時期における河川周辺での工事の実施

（河川別の調査結果のデータは次ページのとおり。）

◎ 遡上障害等について、仮設魚道の設置、魚道清掃活動を行っているほか、工作物の
管理者に改善要望を行っており、順次、魚道の設置、構造の改善が行われている。

◎ 遡上産卵時期における河川への土砂の流入は、産卵した種卵の生残率低下につながる
ことから、河川工事等に対して工事の実施時期や土砂の流入対策の要請を行い、対策
を講じた工事が行われている。



オホーツク総合振興局管内の資源回復に向けた取組（野生魚）

【野生魚に関する河川別の調査結果（R4～R7）】
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① 河川規模に比して相当数のサケの遡上が認められるとともに、カラフトマスの遡上も確認
② 河口域における釣獲圧は高い実態
③ 稚魚の降河が確認されていることから産卵環境（卵の生残状況）は良好

R4 R5 R6 R7 さけ からふとます
ホロベツ川 900～2,000 30～2,800 - 遡上の障害となる工作物がなく、産卵環境も良好。
ペレケ川 2,900～7,500 30～1,600 5,200～33,000 工作物があるが、遡上できる構造であり、産卵環境も良好。
糠真布川 2,700～6,700 0～ 900 - 遡上の障害となる工作物がなく、産卵環境も良好。
浦士別川 800～1,900 0 11,900～24,700 同上
フンベ川 50～500 0～600 - 140～4,800 工作物があるが、遡上できる構造。
金山川 400～600 0～400 - - 工作物はないが、底質に岩盤が多い。

オチカバケ川 100～1,700 20～200 520～2,400 1,600～2,900
工作物があるが、遡上できる構造に改良を進めており、産卵場所は広
がっている。産卵環境は良好。

シマトツカリ川 50～1,000 0～500 60～510 2,900～5,300
工作物があるが、仮設魚道の設置を行っており、遡上環境の整備に努め
ている。産卵環境は良好。

勇仁川 0～700 0～ 20 - - 水量が少なく産卵場所に限りがある。
越歳川 0～100 0～200 - 0～160 同上

④さけ・からふとますに関する河川環境河川名
委員会指示による

河口規制

-

②河口域での
推定釣獲数(尾)

③さけ稚魚の推定
降下数（尾）

①推定遡上数（尾）

実施

実施

実施

実施



さけ・ます資源回復対策の実効性確保のための措置

【海区漁業調整委員会指示による河口付近のさけ・ます採捕の禁止】

【さけ・からふとますに係る調査・取り組みについて】
● 資源状況については、減少傾向が続いており、近年、急激に減少
している。

● 資源回復及び安定化に向け、水産基本計画や北海道さけ・ますふ化
放流計画中期方針に沿った、親魚の河川遡上の促進及び野生魚に関する
調査の継続が必要である。

● 調査は、遡上・産卵環境が整った河川で的確な調査を行うため、河口
付近におけるさけ・ます資源の保全が必要である。

○ 調査の継続にあたって、従来の遡上・産卵環境が整った６河川のほか、
環境の改善が認められたことや、稚魚の生残割合の高いオチカバケ川、
シマトツカリ川でも的確な調査実施のため、委員会指示による河口付近
のさけ・ます採捕の禁止を行う。
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網走海区漁業調整委員会指示の概要

【海区漁業調整委員会指示による河口付近のさけ・ます採捕の禁止】

河川名

網走海区漁業調整委員会指示

区 域
期 間

左岸 右岸 沖合

ホロベツ川、糠真布川、
浦士別川ほか３河川

（R4から河口規制を実施）
(１００m)※１ (１００m)※１ １００m 毎年8月1日～12月10日

オチカバケ川
シマトツカリ川
（R８から追加）

(１００m)※１ (１００m)※１ １００m 毎年8月1日～12月10日※２
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※２ 令和８年度は広く周知を行うため、採捕の禁止期間は９月１日からとする。
※１ （ ）内の数字は目安の距離



網走海区漁業調整委員会指示による規制区域のイメージ図
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右岸
基点

左岸
基点

（100m）（100m）

沖合100m
禁止区域内
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